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３ 要 旨 

 ビニールハウスにファンを付け、空気の流入口と流出口に温度勾配ができる装置（ＴＧＣ）内に稲を置き、

出穂後２０日間の高温が玄米品質におよぼす影響を検討した。 

(1) ＴＧＣ内における処理期間の日平均気温は、流入口から入口間で0.4～2.1℃、入口 から中央間で0.2～

0.7℃、中央から出口間で0.2～0.8℃上昇した。 

(2) 処理期間の日平均気温が高くなるにつれて（入口＜中央＜出口）、千粒重、登熟歩合は低下し、未熟粒

は増加した。また、未熟粒の発生程度は一次枝梗より二次枝梗で多かった。 

(3) 白粒の発生程度は処理期間の日平均気温が高いほど多くなった。26℃以下では品種間差（「ひとめぼ

れ」、「チヨニシキ」、「まなむすめ」、「コシヒカリ」）は少ないが、26℃を超えると、「まなむすめ」の発生程度が

他の品種（「ひとめぼれ」、「チヨニシキ」、「コシヒカリ」）より少なかった。


